
一般社団法人 国際建造物保全技術協会 資格試験 受験のご案内 

 

 

理事長 立松 英信 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は格別の

ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

早速ですが、本協会の資格『建造物保全技術者』、『建造物保全上級技術

者』の取得を希望する方に下記の通り、試験のご案内をさせていただきま

す。 

本年度はコロナ渦の影響のため、講演会、講習会は中止にしました。そ

の代わり配信テキスト（ダウンロード）での自習と致します。また、試験

のみ会場で実施することと致しました。 

『建造物保全技術者』、『建造物保全上級技術者』は、国土交通省の「公

共工事に関する調査及び設計等の品質確保に資する技術者資格」に登録さ

れています。 

会場は東京、大阪の 2 会場で、希望会場を選択できます。皆様の参加

をお待ちしております。 

敬具 

 

登録番号 資格の名称 
資格が対象とする区分 

施設分野 業務 知識・技術を求める者 

第 222 号 建造物保全技術者 
橋梁 

（コンクリート橋） 
点検 担当技術者 

第 225 号 建造物保全上級技術者 
橋梁 

（コンクリート橋） 
診断 担当技術者 

 

１．受験 

以下の方が対象となります。 

 

① 『建造物保全技術者』   受験者 

  建造物に関する点検・調査等の実務経験を 5 年以上有する者。 

② 『建造物保全上級技術者』 受験者 

建造物保全技術者資格の取得後、3 年の実務経験が必要です。なお、（公

社）日本コンクリート工学会のコンクリート診断士、また技術士を取得し

受験用 



ていれば、直接、受験出来ます。 

 

２．日程 

受験申し込み後、2021 年 1 月中にテキストのダウンロード配信いた

します。 

なお、上記の web アドレスは、後日、メールにて連絡します。 

 

試験日時：2021 年 2 月 19 日（金） 13：30～16：30           

内 容 時 間 

開場・受付 13：00～ 

試験説明 13：20～13：30 

試験 13：30～16：30 

 

【東京会場】 

会 場： 関東 IT ソフトウェア健保会館（大久保） 

所在地： 東京都新宿区百人町 2-27-6 

電 話： 03-5925-5333 

※JR 総武線「大久保駅」下車北口改札より徒歩 1 分 

JR 山手線「新大久保駅」下車徒歩 5 分 

 



【大阪会場】 

会 場： エル・おおさか  

所在地： 大阪市中央区北浜東３－１４ 

電 話： 06-6942-0001 

※京阪・地下鉄谷町線「天満橋駅」より西へ 300m 

京阪・地下鉄堺筋線「北浜駅」より東へ 500m 

 

 

 

３．受験手続 

申し込みは、「資格審査申請書」を以下の連絡先にメールで請求してく

ださい。ご記入後、2021 年 1 月 31 日（日）までにメールで、「資格審

査申請書」を提出してください。 

または、国際建造物保全技術協会ホームページ画面にて申込み後、返信

メールの指示に従い、書類を提出して下さい。 

ホームページ：https://isma.or.jp/category/info/ 

 

※お問い合せはお手数ですが、下記の E-mail をご利用下さい。 

 

〒185-0034 東京都国分寺市光町 1-39-23 清慈ビル３階 

（株）ジェイアール総研エンジニアリング SSI 工法推進室内 

一般社団法人 国際建造物保全技術協会 国立分室 事務局 担当：舟川・堀 

E-mail members@isma.or.jp 

  



４．受験料 

受験申し込み後、2021 年 2 月１日（月）までに下記にお振込みをお

願い致します。 

 

社）国際建造物保全技術協会 

みずほ銀行 新宿新都心支店 普通預金 １７９９４８３ 

  *振込手数料は、ご負担ください。なお、受験料は主催者側の理由によ

り中止する以外は返金致しません。 

                                   

(円) 

種         別 会員 一般 

『建造物保全技術者』・『建造物保全上

級技術者』 受験料 
10,000 15,000 

  

 

５．合格発表 

(1) 合格発表は、202１年３月末予定。 

(2) 合否の通知書を本人宛てに郵送します。 

 

６．「資格証」の交付等 

(1)「資格証」の交付時期は 202１年３月末の予定です。 

(2) 認定期間は 202１年４月 1 日から 3 年間となります。 



●本制度の主な特徴 

①資格の区分 

本資格制度は、資格を 3 つのレベルに分け、それぞれの資格の名称と

要求される専門的能力を以下のように規定しています。 

 

資格レベルにより可能な技術的事項 

資格レベル 可能な技術的事項 備   考 

建造物保全技術者 

・建造物の維持管理
に関する点検・調
査の実務及び現場
管理 

建造物の点検・調査等を行う「建造物保全
の実務技術者」 
・経験と専門的な知識を生かし、建造物の

維持管理における点検・調査を実施する
能力を有する技術者。 

・建造物の補修・補強技術に関して専門的
知識を有する技術者。 

・5 年の実務経験で受験資格。 

建造物保全上級技術者 
 

・建造物の点検・調
査結果の診断・評
価 

 
・保全技術者の指
導、助言 

建造物の診断・評価を行う「建造物保全の
診断技術者」 
・「建造物保全技術者」の上位資格として、

建造物保全技術者が点検・調査した結果
について、建造物の妥当性、健全度等を
判断できる能力を有する技術者。 

・コンクリート診断士レベルの能力を有す
る技術者。 

・「建造物保全技術者」資格取得後、３年以
上の実務経験と別途定める研鑚ポイント
の実績で受験資格。なお、（公社）日本コ
ンクリート工学会のコンクリート診断
士、また技術士を取得していれば、直接、
受験可とする。 

建造物保全監理士 

・建造物保全に関す
る全体監理・LCC
マネジメント 

 
・保全技術者、保全
上 級 技 術 者 の 指
導、教育 

建造物のライフサイクルに精通した「建造
物保全の監理技術者」 
・「建造物保全技術者」「建造物保全上級技

術者」を指導する立場の技術者。 
・建造物の設計・施工・維持管理のライフ

サイクル全般にわたり、アドバイス、マ
ネジメントができる能力を有する技術
者。 

・技術士・博士レベルの能力を有する技術
者。 

 

②資格の更新 

 資格習得後の有効期間 3 年間です。3 年を経る前に更新講習等を受講

し、当該期間の活動等を考慮して、理事会が承認したものに更新を許可し

ます。 

 

 


